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鉄道プロジェクトの現状

資料２



１．新幹線鉄道の整備

2出所）国土交通省「鉄道ネットワークの維持・強化_整備新幹線について」
https://www.mlit.go.jp/tetudo/tetudo_fr1_000041.html

北海道新幹線 青森 ～ 札幌間

東北新幹線 盛岡 ～ 青森間

北陸新幹線 東京 ～ 大阪間

九州新幹線（鹿児島ルート） 福岡 ～ 鹿児島間

九州新幹線（西九州ルート） 福岡 ～ 長崎間

１，整備新幹線とは

「全国新幹線鉄道整備法」に基づく昭和４８年の「整備計画」により整備が行われている以下の５路線のことを
言います。
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２，整備新幹線の概要

整備新幹線については、平成２２年１２月に東北新幹線（八戸・新青森間）、平成２３年３月に九州新幹線鹿
児島ルート（博多・新八代間）、平成２７年３月に北陸新幹線（長野・金沢間）、平成２８年３月に北海道新幹線（
新青森・新函館北斗間）が開業しました。

さらに、平成２４年６月に着工した区間（北海道新幹線（新函館北斗・札幌間）、北陸新幹線（金沢・敦賀間）、
九州新幹線（武雄温泉・長崎間））については、「整備新幹線の取扱いについて」（平成２７年１月１４日政府・与
党申合せ）により、開業時期の前倒しが決定されたところです。具体的には、北海道新幹線（新函館北斗・札
幌間）は令和１７年度から５年前倒しし令和１２年度末、北陸新幹線（金沢・敦賀間）は令和７年度から３年前
倒しし令和４年度末の完成・開業を目指し、九州新幹線（武雄温泉・長崎間）は完成・開業時期を令和４年度
から可能な限り前倒しすることとされ、現在、着実に整備を進めております。

出所）国土交通省「鉄道ネットワークの維持・強化_整備新幹線について」
https://www.mlit.go.jp/tetudo/tetudo_fr1_000041.html



１．新幹線鉄道の整備

4出所） 「国土交通省提供資料」

２，整備新幹線の概要 ～全国の新幹線鉄道網の現状～
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３，整備新幹線の開業効果～北海道新幹線（新青森・新函館北斗間）の開業効果～

出所）「国土交通省提供資料」
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３，整備新幹線の開業効果～北陸新幹線（長野・金沢間）の開業効果～

出所）「国土交通省提供資料」
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３，整備新幹線の開業効果～九州新幹線（博多・新八代間）の開業効果～

出所）「国土交通省提供資料」



２．都市鉄道の整備

8
出所）国土交通省「鉄道ネットワークの維持・強化_都市鉄道の整備」 https://www.mlit.go.jp/tetudo/tetudo_tk4_000002.html
国土交通省「都市鉄道の現状」 https://www.mlit.go.jp/common/001096220.pdf

１，都市鉄道の現状

都市鉄道の路線延長は、全国の20％にも満たない一方、輸送人員では全国の9割近くを占めており、

極めて重要な役割を担っていると言えます。特に三大都市圏における旅客輸送の機関分担率では、

鉄道の占有率は約52％に達します。
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１，都市鉄道の現状～最近の整備状況～

出所）国土交通省鉄道局より提供

（令和3年4月1日現在）

事 業 者 名 開業予定 備　　考

首
都
圏

鉄 道 ・ 運輸 機構 ※１
神 奈 川
東 部
方 面 線

相鉄・東急直通線 羽 沢 横 浜 国 大 ～ 日 吉 10.0 令和4年度
運行主体は東急電鉄及び相模鉄
道

北 大 阪 急 行 電 鉄 千 里 中 央 ～ 箕 面 萱 野 2.5 令和5年度
鉄道事業区間と軌道事業特許区
間で構成※２

大阪港トランスポート
シ ス テ ム

コ ス モ ス ク エ ア ～ 新 桜 島 7.3 令和6年度

左記区間のうち、夢洲～新桜島
間は工事未着手。
開業予定年度は、コスモスクエア
～夢洲間。

大 阪 モ ノ レ ー ル 門 真 市 ～ 瓜 生 堂 （ 仮 称 ） 8.8 令和11年度

関 西 高 速 鉄 道 大 阪 ～
Ｊ Ｒ 難 波 ・
南 海 新 今 宮

7.2 令和13年春
運行主体はJR西日本及び南海電
気鉄道

福 岡 市 天 神 南 ～ 博 多 1.4 令和4年度

広 島 電 鉄 広 島 駅 ～ 比治山町交差点 1.1 令和７年春

※３　延長（km）は、建設キロを記載

整備中の都市鉄道新線

路 線 名 区　         　間
延長
（km）
※３

近
畿
圏

南 北 線 延 伸 線

北 港 テ ク ノ ポ ー ト 線

大 阪 モ ノ レ ー ル 線

な に わ 筋 線

そ
の
他
圏
域

七 隈 線

駅 前 大 橋 線

※１　都市鉄道利便増進法に基づく整備主体

※２　第一種鉄道事業許可区間は千里中央～箕面船場阪大前間（1.3km）、軌道事業特許区間は箕面船場阪大前～箕面萱野間（1.2km)



２．都市鉄道の整備

10出所）国土交通省「最近の開業状況」 https://www.mlit.go.jp/tetudo/content/001420206.pdf

１，都市鉄道の現状～最近の開業状況～

※開業後、事業者名・路線名に変更があった場合には、現在の名称を用いて記載しています。

事業者名 路線名 区間
営業
キロ

開業
年月日

備考

首
都
圏

横浜高速鉄道 みなとみらい21線 横浜～元町・中華街 4.1 16.2.1 東急東横線と相互直通

東京モノレール
東京モノレール羽田空港
線

羽田空港第１ビル～羽
田空港第２ビル

0.8 16.12.1

首都圏新都市鉄道 常磐新線 秋葉原～つくば 58.3 17.8.24
ゆりかもめ 東京臨海新交通臨海線 有明～豊洲 2.7 18.3.27

東京都 日暮里・舎人ライナー
日暮里～見沼代親水公
園

9.7 20.3.30

横浜市 ４号線（グリーンライン） 日吉～中山 13.0 20.3.30

東京地下鉄 副都心線 池袋～渋谷 8.9 20.6.14
東武東上線、西武池袋線（平成
24年度には東急東横線）と相互
直通

京成電鉄 成田空港線 京成高砂～成田空港 51.4 22.7.17
第三種：成田高速鉄道アクセス
(10.7km)、成田空港高速鉄道
(7.5km)

相模鉄道 JR直通線 西谷～羽沢横浜国大 2.1 1.11.30 JR埼京線、JR川越線と相互直
通

中
京
圏

名古屋市 ４号線 名古屋大学～新瑞橋 5.6 16.10.6

名古屋臨海高速鉄道
西名古屋港線（あおなみ
線）

名古屋～金城ふ頭 15.2 16.10.6

名古屋鉄道 空港線 常滑～中部国際空港 4.2 17.1.29 第三種：中部国際空港連絡鉄道
愛知高速交通 東部丘陵線 藤が丘～八草 8.9 17.3.6
名古屋市 6号線 野並～徳重 4.2 23.3.27

（令和3年4月1日現在）
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11出所）国土交通省「最近の開業状況」 https://www.mlit.go.jp/tetudo/content/001420206.pdf

１，都市鉄道の現状～最近の開業状況～

※開業後、事業者名・路線名に変更があった場合には、現在の名称を用いて記載しています。

事業者名 路線名 区間
営業
キロ

開業
年月日

備考

近
畿
圏

京都市 東西線 六地蔵～醍醐 2.4 16.11.26
神戸新交通 ポートアイランド線 市民広場～神戸空港 4.4 18.2.2

近畿日本鉄道 けいはんな線
生駒～学研奈良登美ヶ
丘

8.6 18.3.27
第三種：奈良生駒高速鉄道大阪
市高速電気軌道中央線と相互
直通

大阪市高速電気軌道 ８号線（今里筋線） 井高野～今里 11.9 18.12.24

大阪モノレール
国際文化公園都市モノ
レール線

阪大病院前～彩都西 4.2 19.3.19

京都市 東西線 二条～太秦天神川 2.4 20.1.16
西日本旅客鉄道 おおさか東線 放出～久宝寺 9.2 20.3.15 第三種：大阪外環状鉄道
京阪電気鉄道 中之島線 中之島～天満橋 3.0 20.10.19 第三種：中之島高速鉄道

阪神電気鉄道 阪神なんば線 西九条～大阪難波 3.8 21.3.20 第三種：西大阪高速鉄道近鉄奈
良線と相互直通

西日本旅客鉄道 おおさか東線 新大阪～放出 11.1 31.3.16 第三種：大阪外環状鉄道㈱

そ
の
他
圏
域

福岡市 ３号線（七隈線） 橋本～天神南 12.0 17.2.3
仙台空港鉄道 仙台空港線 名取～仙台空港 7.1 19.3.18 ＪＲ東北線と相互直通

平成筑豊鉄道 門司港レトロ観光線
九州鉄道記念館～関門
海峡めかり

2.1 21.4.26 第三種：北九州市特定目的鉄道
（観光）

仙台市 東西線 八木山動物公園～荒井 13.9 27.12.6
札幌市交通事業振興
公社

都心線 西４丁目～すすきの 0.4 27.12.20 軌道整備事業者：札幌市

西日本旅客鉄道 可部線 可部～あき亀山 1.6 29.3.4
沖縄都市モノレール 沖縄都市モノレール線 首里～てだこ浦西 4.1 1.10.1

（令和3年4月1日現在）
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12出所）国土交通省「最近の開業状況」よりMRI作成 https://www.mlit.go.jp/tetudo/content/001420206.pdf

１，都市鉄道の現状～最近の開業状況（H24以降）～

事業者名 路線名 区間
営業
キロ

開業年月日 備考

首
都
圏

相模鉄道 JR直通線
西谷～羽沢横浜
国大

2.1 1.11.30
JR埼京線、JR川越線と
相互直通

近
畿
圏

西日本旅客鉄道 おおさか東線 新大阪～放出 11.1 31.3.16 第三種：大阪外環状鉄
道㈱

そ
の
他

仙台市 東西線
八木山動物公
園～荒井

13.9 27.12.6

札幌市交通事業振
興公社

都心線
西４丁目～すす
きの

0.4 27.12.20 軌道整備事業者：札幌
市

西日本旅客鉄道 可部線 可部～あき亀山 1.6 29.3.4

沖縄都市モノレー
ル

沖縄都市モノ
レール線

首里～てだこ浦
西

4.1 1.10.1

（令和3年4月1日現在）

※開業後、事業者名・路線名に変更があった場合には、現在の名称を用いて記載しています。
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事業概要

整備効果

①関西国際空港へのアクセス改善

■事業目的
①関西国際空港及び大阪南部（泉州地域）と大阪都心の直結
②関西国際空港と梅田、新大阪、京都とのアクセスと速達性の向上
③大阪の南北都市軸の強化（中之島、うめきた等の拠点性向上）
④大阪北部と大阪南部の相互交流の促進 等

■建設主体 関西高速鉄道（株）

■運行主体 西日本旅客鉄道（株）、南海電気鉄道（株）

■建設区間 大阪駅～西本町駅～JR難波駅

大阪駅～西本町駅～南海新今宮駅 計７．２㎞

■建設費 ３，３００億円

■事業期間 令和元年度～令和１３年度

■開業予定 令和１３年春

③地下鉄御堂筋線の混雑緩和

大阪(梅田)～関西空港（デイタイムの想定）

経路 現在 なにわ筋線
開業後

JR 64分
乗換０回

44分 ※

乗換０回

南海 54分
乗換１回

45分
乗換０回

※東海道支線地下化による効果を含む。

②新大阪駅へ
のアクセス向
上

なにわ筋線整備により
新大阪までの所要時間
が10分以上短縮する
路線・エリア

②新大阪へのアクセス改善

なにわ筋線の整備により、御堂筋線梅田-
淀屋橋間において、約17%の混雑緩和
が図られる。

天王寺

新今宮
JR難波

北梅田

新大阪

関西国際空港

新大阪

大阪

ＪＲ難波・
南海新難波・

南海難波

なにわ筋線

東海道支線
地下化・新駅設置

南海新今宮

なにわ筋線

東海道支線
地下化・新駅設置

南海新難波

大 阪

南海新今宮

南海難波

西本町

中之島

ＪＲ難波

2.7㎞

3.3㎞

1.2㎞

○地下鉄の新線建設 なにわ筋線の事業概要

出所）国土交通省鉄道局より提供
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○地下鉄の新線建設 福岡市地下鉄七隈線延伸 事業概要

○ 建設区間：天神南～博多（１．４㎞）
○ 総建設費：約５８７億円
○ 事業期間：平成２４年度～令和４年度
※都市鉄道整備事業費補助において支援

○ 開業予定：令和５年３月

利用者数（見込） 8万2千人／日

このうち、延伸による新規利用者 2万3千人／日

編成車両数 4両編成

ピーク時運行本数 15本

整備効果

①移動時間の短縮

３３分

４３分

◎野芥駅～福岡空港駅

２３分

３７分
◎野芥駅～博多駅

七隈線延伸の場合 現 在
（地下鉄乗継ぎ）

１４分短縮

１０分短縮

の け

の け

②回遊性の向上

・福岡市の２大核である『天神地区』と『博
多駅地区』が結ばれるともに、「中洲・川端
地区」に中間駅を設置することで、地域の
活性化や観光振興に寄与。

③環境改善

・マイカーなどの路面交通の一部が地下
鉄利用に転換するため、交通渋滞の緩和
やCO2の削減などの環境改善効果が見込
まれる。

【CO2削減効果】
・２３７トン/年 CO2削減

【交通事故削減効果】
・約300件/年 交通事故削減

・天神南駅での乗換解消や移動時間短縮が
図られる。

・中間駅工区掘削工事

・博多駅工区 掘削工事

事業概要

櫛田神社前

空港線

箱崎線

七隈線

延伸区間
（営業キロ： 13.1㎞）

（営業キロ： 12.0㎞）

（営業キロ： 4.7㎞）

（建設キロ：約 1.4㎞）

ＪＲ鹿児島本線
山陽新幹線

九州新幹線

櫛田神社前駅

出所）国土交通省鉄道局より提供



３．地域鉄道対策

15出所）国土交通省「鉄道ネットワークの維持・強化_地域鉄道対策」 https://www.mlit.go.jp/tetudo/tetudo_tk5_000002.html
国土交通省「地域鉄道事業者位置図」 https://www.mlit.go.jp/common/001259398.pdf

１，地域鉄道とは～地域鉄道事業者位置図～

地域鉄道とは、一般に、新幹線、在来幹線、都市鉄道に該当する路線以外の鉄軌道路線のことをいい、そ
の運営主体は中小民鉄並びにＪＲ、一部の大手民鉄、中小民鉄及び旧国鉄の特定地方交通線や整備新幹
線の並行在来線などを引き継いだ第三セクターです。これらのうち、中小民鉄及び第三セクターを合わせて地
域鉄道事業者と呼んでおり、令和３年４月１日現在で９５社となっています。

中小民鉄４９社 位置図 【Ｒ３.４.１現在】



３．地域鉄道対策

16出所）国土交通省「地域鉄道事業者位置図」 https://www.mlit.go.jp/common/001259398.pdf

１，地域鉄道とは～地域鉄道事業者位置図～

第三セクター鉄道４６社 位置図 【Ｒ３.４.１現在】



３．地域鉄道対策

17出所）国土交通省「鉄道ネットワークの維持・強化_地域鉄道対策」
https://www.mlit.go.jp/tetudo/tetudo_tk5_000002.html

２，地域鉄道の現状

地域鉄道は、地域住民の通学・通勤などの足として重要な役割を担うとともに、地域の経済活動の基盤であ
り、移動手段の確保、少子高齢化や地球環境問題への対応、まちづくりと連動した地域経済の自立・活性化
等の観点から、その活性化が求められている重要な社会インフラです。

しかしながら、地域鉄道を取り巻く環境は、少子高齢化やモータリゼーションの進展等に伴って極めて厳しい
状況が続いています。加えて、令和２年度には新型コロナウイルスによる影響を受けた結果、全９５社中９３社
とほぼすべての事業者が鉄軌道業の経常収支ベースで赤字を計上するに至っています。（参考：令和元年度
には全９５社中７４社、約８割の事業者が鉄軌道業の経常収支ベースで赤字を計上）

地域の将来にとってどのような交通機関や輸送サービスが必要不可欠なのかについては、まずは沿線地域
において議論し、判断すべきであり、その結論に基づいて鉄道の活性化に取り組んでいく場合にあっては、地
元自治体をはじめとする地域が中心的な役割を担うことが何より重要です。国においては、そのような地域が
主導する意欲的な取組みに対し、積極的に支援していくこととしています。

このような観点から、平成20年7月各地方運輸局に「地域鉄道活性化支援相談窓口」を設置いたしました。
地域鉄道の活性化に関する地域の関係者からのご相談に応じ、幅広く助言や情報提供などを行っています。



３．地域鉄道対策

18出所）国土交通省「地域鉄道の現状」 https://www.mlit.go.jp/common/001385325.pdf

２，地域鉄道の現状


